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１　

条
例
制
定
の
背
景

（
１
）
全
国
初
と
な
る
条
例
の
制
定

群
馬
県
で
は
、
令
和
２
年
６
月
25
日
の
群
馬
県
知

事
の
定
例
記
者
会
見
で
、
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の
推

進
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
誹
謗
中
傷
被
害
者
の
支
援
に
関
す

る
条
例
の
制
定
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
群
馬
県
議
会
で
の
議
決
を
経
て
、
同
年

12
月
22
日
に
「
群
馬
県
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗

中
傷
等
の
被
害
者
支
援
等
に
関
す
る
条
例
」を
公
布
、

施
行
に
至
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
等
に
対
す
る
被

害
者
の
支
援
に
特
化
し
た
条
例
と
し
て
は
、
全
国
初

の
条
例
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
２
）
社
会
情
勢

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
に
つ
い
て
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
中
傷
を
受
け
た
方
が
自
ら
命
を
絶
つ
と

い
っ
た
痛
ま
し
い
事
件
も
発
生
す
る
な
ど
、
深
刻
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
（
総
務
省
）
の
運
営

す
る
違
法
・
有
害
情
報
相
談
セ
ン
タ
ー
の
相
談
件
数

は
、
高
止
ま
り
傾
向
に
あ
り
、
令
和
元
年
度
の
相
談

件
数
は
平
成
22
年
度
の
約
４
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

県
が
条
例
の
制
定
方
針
を
発
表
し
た
令
和
２
年
６

月
の
時
点
で
、
国
に
お
い
て
、
ネ
ッ
ト
の
発
信
者
情

報
の
開
示
手
続
の
簡
素
化
・
迅
速
化
等
の
制
度
改
正
・

法
整
備
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

群
馬
県
内
に
お
い
て
も
学
校
で
の
ネ
ッ
ト
い
じ
め

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

先進・ユニーク条例【解説】

　群馬県は、「群馬県インターネット上の誹
謗中傷等の被害者支援等に関する条例」を制
定した（条例第62号として令和２年12月公
布・施行）。
　社会問題化している、会員制交流サイト
（SNS）などインターネット上の誹謗中傷を受
けた被害者を支援することなどを目的として
おり、同旨の条例としては全国初となるもの。

ス
感
染
症
へ
の
対
応
と
し
て
小
・
中
・
高
校
で
の
1

人
１
台
パ
ソ
コ
ン
整
備
を
推
進
す
る
中
で
、
児
童
・

生
徒
を
ネ
ッ
ト
被
害
か
ら
守
る
必
要
性
も
高
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

２　

条
例
制
定
の
経
過

（
１
）
有
識
者
会
議
、
被
害
者
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

条
例
制
定
方
針
の
発
表
後
、
条
例
案
の
検
討
を
進

め
る
た
め
、
こ
の
分
野
に
詳
し
い
弁
護
士
、
大
学
教

授
、
ネ
ッ
ト
教
育
ア
ナ
リ
ス
ト
等
で
構
成
す
る
「
群

馬
県
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
被
害
者
支
援

条
例
（
仮
称
）
の
検
討
に
係
る
有
識
者
会
議
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
を
令
和
２
年
８
月
、
９
月

に
２
回
開
催
し
、
被
害
者
支
援
施
策
の
方
向
性
や
、

群
馬
県
知
事
戦
略
部
戦
略
企
画
課
連
携
推
進
係
主
事
　
長
岡　

子
龍

群馬県

群
馬
県
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷

等
の
被
害
者
支
援
等
に
関
す
る
条
例
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県
民
の
年
齢
等
に
応
じ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ

ラ
シ
ー
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
講
演
会
等

を
開
催
す
る
ほ
か
、
教
材
等
の
制
作
、
情
報
提
供
等

必
要
な
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
青
少
年
に
対
し
て
は
、
学
校
教
育
と
連
携

し
た
施
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
就
学
前
か
ら
の

学
び
に
つ
い
て
も
、
保
護
者
の
理
解
を
得
な
が
ら
進

支
援
施
策
の
在
り
方
、条
例
案
の
内
容
等
に
つ
い
て
、

専
門
的
見
地
か
ら
御
意
見
・
御
助
言
を
頂
き
ま
し
た

（
有
識
者
会
議
に
お
け
る
構
成
員
の
主
な
意
見
等
の

概
要
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

そ
の
ほ
か
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹
謗
中
傷
被
害
を
受

け
た
経
験
を
持
つ
方
か
ら
、
被
害
の
実
態
や
、
行
政

へ
の
要
望
等
の
御
意
見
を
伺
う
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
ま
し
た
。

（
２
）
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

令
和
２
年
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
条
例
素
案

に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
合
計
34
通
、
延
べ
１
７
６
件
の
意
見
の
提
出
を

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
し
て
は
、

具
体
の
施
策
の
実
施
提
案
や
、罰
則
を
求
め
る
意
見
、

条
例
案
へ
の
賛
同
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
（
提

出
さ
れ
た
意
見
の
概
要
及
び
意
見
に
対
す
る
考
え
方

は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

（
３
）
県
議
会
で
の
審
議

本
条
例
の
検
討
過
程
で
、
県
議
会
に
お
い
て
は
、

本
会
議
の
一
般
質
問
及
び
総
務
企
画
常
任
委
員
会
に

て
審
議
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
に
、
罰
則
規
定
の
必
要
性
や
、
県
が
実
施
す
る

施
策
、
県
民
の
役
割
等
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

条
例
案
は
、
令
和
２
年
第
３
回
後
期
定
例
会
に
提

出
し
、
12
月
15
日
に
原
案
ど
お
り
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

３　

条
例
の
内
容

条
例
は
前
文
及
び
全
10
条
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
第
６
条
で
県
の
基
本
的
施
策
を
定
め
て
お
り
、

誹
謗
中
傷
被
害
の
事
後
の
対
策
で
あ
る
「
相
談
体
制

の
整
備
」
と
、
事
前
の
対
策
と
な
る
「
県
民

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
」
の

２
つ
を
柱
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
（【
図
１
】）。

（
１
）
相
談
体
制
の
整
備

被
害
者
に
生
じ
た
不
利
益
の
解
消
と
心
理

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
相
談
体
制
を
整

備
し
、
情
報
の
削
除
等
の
手
続
に
必
要
な
情

報
の
提
供
や
助
言
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る

者
の
紹
介
（
弁
護
士
、
臨
床
心
理
士
等
）
に

よ
り
、
法
律
相
談
や
被
害
者
の
心
の
ケ
ア
等

を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
相
談
の
対
象
と
し
て
、
自
分
が
発

信
し
た
情
報
で
誰
か
を
傷
つ
け
た
行
為
者
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
を

抱
え
る
県
民
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
）県
民
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー

向
上

群馬県インターネット上の誹謗中傷等の被害者支援等に関する条例 

精神的ケアとの連携 

被害者支援 県民のICT 
リテラシー向上 

ICTを適切に使いこなす 

事前の対策 
（加害者にならない） 

事後の対策 
（被害者相談とケア） 

被害者支援とリテラシー向上を一体として取り組む 
前 文 
・県民が被害者にも加害者にもなる 
 ことなく、自由に情報を収集し、 
 発信でき、安全で安心な社会を 
 実現することを目指す 
 

第３条 県の責務 
・被害者の支援と行為者を発生させ 
 ない施策 
 

第４条 県民の役割 
 

第５条 連携協力（国・関係機関） 

第６条 基本的施策 
・インターネットリテラシーの向上 
 

第８条 インターネットリテラシ－の向上 
・立場に応じたインターネットリテラシ－を 
 学ぶ機会の提供 
・学校教育との連携、就学前からの学び 

第６条 基本的施策 
・心理的負担の軽減を含めた相談体制の整備 
 

第７条 相談体制 
・相談内容に応じた情報提供、助言 
・専門的知識を有する者の紹介 
・相談者が安心して話しやすく、相談しやすい 
 環境づくり 
・相談の対象は、被害者に限定しない 

第９条 県民の理解の増進 

【図１】条例の概要
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め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

４　

県
の
取
組

（
１
）
相
談
窓
口

「
相
談
体
制
」に
つ
い
て
は
、条
例
制
定
に
先
立
ち
、

令
和
２
年
10
月
に
、
県
庁
内
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
誹
謗
中
傷
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
、
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
（【
図
２
】）。

令
和
３
年
１
月
末
時
点
で
、
延
べ
１
９
３
件
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
」
に
つ

い
て
は
、
児
童
生
徒
向
け
の
、
授
業
で
使
う
「
ド
ラ

マ
仕
立
て
の
動
画
教
材
」
を
、
令
和
３
年
度
に
学
校

現
場
に
導
入
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
現
在
制
作
を

行
っ
て
い
ま
す
【
画
像
１
】。

（
３
）
普
及
・
啓
発

条
例
の
施
行
日
に
合
わ
せ
て
、
知
事
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
動
画
を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
県
運
営
の

Y
ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
「tsulunos

」
に
て
公
開
し

ま
し
た
（【
画
像
２
】）。

ま
た
、
県
の
広
報
紙
「
ぐ
ん
ま
広
報
」
の
令
和
３

年
２
月
号
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
を

特
集
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ま
し
た（【
画
像
３
】）。

【図２】相談窓口

【画像１】動画制作風景

【画像２】知事メッセージ動画

先進・ユニーク条例
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条
例
制
定
の
方
針
表
明
後
、検
討
段
階
か
ら
、様
々

な
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
関
心

を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

５　

今
後
の
展
望

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
に
苦
し
み
、
精

神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
被
害
者
の
方
に
、
県
の
相

談
窓
口
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
実
際
に
相
談
し
て
も

ら
う
た
め
の
周
知
・
啓
発
、
そ
し
て
、
県
民
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
の
た
め
の
施
策
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
、
継
続
し
た
課
題
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

県
民
が
被
害
者
に
も
、
加
害
者
に
も
な
る
こ
と
な

く
、
誰
も
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
恩
恵
を
享
受
で
き

る
、
安
全
・
安
心
な
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
を
目
指

す
と
と
も
に
、
本
県
の
取
組
が
先
進
事
例
と
な
り
、

全
国
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

【画像３】ぐんま広報
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